
筑
紫
（
九
州
）
の
萬
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
三
十
七
回
）

「
嘉
摩

か

ま

三
部
作
」

・
福
岡
県
の
中
部
に
あ
る
筑
豊
地
方
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
石
油
に
代
わ
る
ま
で
使
わ
れ
続
け

た
「
石
炭
」
の
日
本
有
数
の
産
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
筑
豊
地
方
に
万
葉
歌
人
・
山
上
憶
良
が
作
成
し

た
次
の
万
葉
歌
が
見
え
る
。

・「
神
亀

じ

ん

き

五
（
７
２
８
）
年
七
月
二
十
一
日
、
嘉
摩

か

ま

の

郡
こ
お
り

に
し
て
撰
定
し
き
。
筑
前

ち
く
ぜ
ん

国こ
く

守し
ゅ

山
上
憶
良
」

と
記
さ
れ
る
「
嘉
摩
三
部
作
」
と
呼
ば
れ
る
次
の
三
首
の
万
葉
歌
が
あ
る
。

【
～
惑ま

ど

へ
る
情

こ
こ
ろ

を
反か

へ

さ
し
む
る
歌
一
首
～
】

１
）
ひ
さ
か
た
の

天あ
ま

路ぢ

は
遠
し
な
ほ
な
ほ
に

家
に
帰
り
て

業な
り

を
為し

ま
さ
に

巻
五
―
８
０
２

作
者
：
山
上
憶
良

（
解
説
）
あ
れ
こ
れ
と
思
い
ど
お
り
に
す
る
も
よ
い
が
、
お
と
な
し
く
家
に
帰
っ
て
家
業
に
励
み
な

さ
い
と
説
く
。

・
惑
っ
た
情
を
も
つ
者
が
正
し
い
方
向
に
反
さ
せ
る
歌
で
あ
る
。

・
つ
ま
り
農
業
を
勧
め
る
国こ

く

守し
ゅ

の
立
場
か
ら
民た

み

の
実
際
に
と
る
べ
き
態
度
を
懇
切
に
示

し
た
歌
と
い
わ
れ
る
。

・
嘉
摩
三
部
作
は
山
上
憶
良
が
筑
前
の
国
守
（
地
方
長
官
）
と
し
て
奈
良
の
都
よ
り
大
宰
府
に
着
任

し
任
地
を
巡
察
の
折
、
嘉
摩
郡
を
訪
れ
た
際
に
郡
家

ぐ

う

け

（
地
方
役
所
）
に
寄
っ
た
際
に
撰
定
さ
れ
た
と



の
説
が
あ
る
。

・
山
上
憶
良
が
訪
れ
た
嘉
摩
郡
は
現
在
の
福
岡
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
筑
豊
地
方
（
遠
賀

お

ん

が

川
流

域
を
指
す
地
域
名
）
の
南
部
に
あ
る
嘉
麻
市
辺
り
と
の
説
が
有
力
で
あ
る
。

・
嘉
麻
市
一
帯
は
日
本
歴
史
地
名
大
系
に
は
【
日
本
書
紀
】」
に
「
安
閑

あ
ん
か
ん

天
皇
二
（
５
３
５
）
年
五

月
九
日
条
に
筑
紫
に
大
和
朝
廷
の
直
轄
領
、
【
鎌

か
ま
の

屯
倉

み

や

け

】
（
後
の
郡
家
が
あ
っ
た
所
と
同
じ
場
所
で

あ
る
現
・
稲
築
町
蒲
生

か

も

う

を
中
心
と
し
た
地
域
に
比
定
さ
れ
る
。
）
を
設
置
」
し
た
と
記
さ
れ
る
古
く

か
ら
開
け
た
土
地
で
あ
る
。

・
古
代
に
は
当
時
の
九
州
、
壱
岐
、
対
馬
の
九
国
、
二
島
を
統
括
し
て
い
た
大
宰
府
に
近
く
、

ま
た
、
大
宰
府
政
庁
（
現
・
太
宰
府
市
）
か
ら
嘉
麻
郡
を
通
り
周
防
灘
沿
岸
を
結
ぶ
官
道
が
貫
き
、

瀬
戸
内
海
の
水
路
で
都
と
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
の
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

・
嘉
麻
市
は
北
部
九
州
最
大
の
河
川
で
あ
る
遠
賀

お

ん

が

川
の
上
流
に
位
置
し
、
嘉
麻
市
内
（
稲
築
町
鴨
生
）

に
は
古
代
、
嘉
摩
郡
と
呼
ば
れ
た
役
所
址
推
定
地
で
あ
る
稲
築
消
防
団
の
前
に
「
役
所
址
」
の
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。



・
嘉
麻
市
内
を
流
れ
る
遠
賀
川
は
嘉
麻
市
の
南
端
に
あ
る
馬う

ま

見み

山
（
標
高
９
７
８
ｍ
）
に
源
を
発
し

福
岡
県
の
中
央
地
域
・
筑
豊
地
方
の
平
野
部
を
南
か
ら
北
に
流
れ
て
山
口
県
西
方
、
福
岡
県
北
部
の

海
域
で
関
門
海
峡
の
北
西
に
続
く
響
灘
へ
と
注
ぐ
約
６
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
河
川
で
あ
る
。

・
嘉
麻
市
の
あ
る
筑
豊
地
区
は
江
戸
時
代
頃
か
ら
各
地
で
石
炭
が
掘
ら
れ
、
遠
賀
川
を
使
っ
て
船
で

各
地
に
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
流
域
の
炭
鉱
町
は
日
本
最
大
の
石
炭
産
地
と
な
っ
た
が
昭
和
５
０

年
代
か
ら
国
の
石
炭
合
理
化
政
策
に
よ
り
筑
豊
の
炭
鉱
は
姿
を
消
し
、
今
は
昔
に
帰
っ
た
よ
う
に
遠

賀
川
周
辺
に
広
々
と
し
た
田
園
風
景
が
広
が
る
。

・
嘉
麻
市
の
中
心
地
区
で
あ
る
稲
築
町
を
歩
く
と
山
上
憶
良
ゆ
か
り
の
地
ら
し
く
公
園
等
（
稲
築
公

園
、
鴨
生
公
園
、
郡
役
所
址
等
）
に
憶
良
の
歌
碑
が
数
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
。

（
写
生
地
）・
山
上
憶
良
も
任
地
を
巡
察
の
際
に
見
か
け
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
嘉
麻
市
の
南
部
（
嘉

穂
町
）
平
野
部
の
中
央
を
曲
が
り
く
ね
り
な
が
ら
流
れ
る
遠
賀
川
の
最
上
流
風
景
を
豊
臣
秀
吉
が
一

夜
に
築
い
た
と
い
う
伝
説
の
残
る
益ま

す

富と
み

（
一
夜
）
城
址
の
丘
の
中
腹
か
ら
描
く
（
池
田
杏
花
）



【
～
子こ

等ら

を
思
ふ
歌
一
首
～
】

２
）

銀
し
ろ
か
ね

も

金
く
が
ね

も
玉
も

何
せ
む
に

優ま
さ

れ

る
宝

子
に
及し

か
め
や
も 

 

巻
五
―
８
０
３

作
者
；
山
上
憶
良

（
解
説
）
金
も
銀
も
玉
も
、
ど
う
し
て
子
と
い
う
す
ぐ
れ
た
宝
に
及
ぼ
う
か
、
及
び
は
し
な
い
・
・
・
。

・
こ
の
歌
は
現
在
、
我
が
国
が
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
展
が
著

し
い
時
期
に
相
通
ず
る
歌
だ
と
思
わ
れ
る
。

【
～
世
間

よ
の
な
か

の
住

と
ど
ま

り
難
き
を
哀か

な

し
ぶ
る
歌
一
首
～
】

３
）
常
盤

と

き

わ

な
す

斯か

く
し
も
が
も
と

思
へ
ど
も

世
の
事こ

と

な
れ
ば

留と
ど

み
か
ね
つ
も

巻
五
―
８
０
５

作
者
：
山
上
憶
良

（
解
説
）
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
岩
の
よ
う
に
、
人
の
よ
わ
い
を
変
わ
ら
せ
ず
に
お
き
た
い
と
思

う
け
れ
ど
も
、
人
間
の
世
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
と
ど
め
お
く
こ
と
は
で
き
難
い
。

（
写
生
地
）

山
上
憶
良
が
嘉
摩
三
部
作
を
選
定
し
た
所
と
云
わ
れ
る
嘉
摩
郡
の
郡
家
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
嘉
麻
市
稲
築
町
鴨
生
方
面
風
景
を
町
の
ほ
ぼ
中
央
、
遠
賀
川
（
別
称
と
し

て
上
流
部
は
嘉
麻
川
と
も
呼
ぶ
。）
左
岸
の
天
神
山
一
帯
の
丘
陵
地
に
位
置
す
る
稲
築
公
園
（
稲
築



町
岩
崎
）
か
ら
描
く
。
公
園
下
を
遠
賀
川
が
響
灘
に
向
か
っ
て
流
れ
る
。（
池
田
杏
花
）

・
山
上
憶
良
が
嘉
摩
三
部
作
を
撰
定
し
た
場
所
と
推
定
さ
れ
る
嘉
摩
郡
の
郡
家
、
現
在
の
福
岡
県
嘉

麻
市
稲
築
鴨
生
へ
は
Ｊ
Ｒ
筑
豊
線
の
新
飯
塚
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
行
く
か
、
あ
る
い
は
博
多

駅
前
か
ら
飯
塚
行
き
の
西
鉄
バ
ス
の
終
点
で
稲
築
方
面
の
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
も
よ
い
。

（
参
考
文
献
）・
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
：
福
岡
県
・
日
本
歴
史
地
名
大
系
・
福
岡
県
、
嘉
麻
市
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、
等


